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本間　秀行
じん臓
機能障害

本間　秀行
じん臓の機能の障害により自己の身辺の日常
生活活動が極度に制限されるもの

本間　秀行
じん臓

本間　秀行
一級

本間　秀行
二級

本間　秀行
視覚障害

本間　秀行
両眼の視力（万国式試視力表によって測った
ものをいい、屈折異常のある者については、
きょう正視力について測ったものをいう。以
下同じ。）の和が0.01以下のもの

本間　秀行
１ 両眼の視力の和が0.02以上0.04以下のもの
２ 両眼の視野がそれぞれ10度以内でかつ両眼に
よる視野について視能率による損失率が95％
以上のもの

本間　秀行
肢 体 不 自 由

本間　秀行
上肢

本間　秀行
下肢

本間　秀行
幹

本間　秀行
体

本間　秀行
１ 両上肢の機能を全廃したもの

本間　秀行
１ 両下肢の機能を全廃したもの

本間　秀行
体

本間　秀行
の

本間　秀行
幹の機能障害により坐っていることができ
ないもの

本間　秀行
１ 両上肢の機能の著しい障害

本間　秀行
４ 一上肢の機能を全廃したもの

本間　秀行
１ 両下肢の機能の著しい障害

本間　秀行
１ 体幹の機能障害により坐位又は起立位を保つ
つことが困難なもの
２ 体幹の機能障害により立ち上がることが困難
なもの
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本間　秀行
じん臓
機能障害

本間　秀行
じん臓

本間　秀行
じん臓の機能の障害により家庭内での日常生
活活動が著しく制限されるもの

本間　秀行
じん臓の機能の障害により社会での日常生活活
動が著しく制限されるもの

本間　秀行
級

本間　秀行
四

本間　秀行
三

本間　秀行
級

本間　秀行
視覚障害

本間　秀行
１ 両眼の視力の和が0.05以上0.08以下のもの
２ 両眼の視野がそれぞれ10度以内でかつ両眼
による視野について視能率による損失率が
90％以上のもの

本間　秀行
１ 両眼の視力の和が0.09以上0.12以下のもの
２ 両眼の視野がそれぞれ10度以内もの

本間　秀行
肢
体
不
自
由

本間　秀行
上肢

本間　秀行
下肢

本間　秀行
体幹

本間　秀行
２ 両

本間　秀行
たもの
３ 一上肢の機能の著しい障害

本間　秀行
５ 一上肢のすべて

本間　秀行
の指の機能を全廃したもの

本間　秀行
３ 一下肢の機能を全廃したもの

本間　秀行
体幹の機能障害によ

本間　秀行
り歩行が困難なもの

本間　秀行
２ 両上肢のおや指の機能を全廃したもの
３ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のうち、
いずれか一関節の機能を全廃したもの

本間　秀行
５ 一上肢のおや指及びひとさし指の機能を全廃
したもの

本間　秀行
７ おや指又はひとさし指を含めて一上肢の三指
の機能を全廃したもの
８ おや指又はひとさし指を含めて一上肢の四指
の機能の著しい障害

本間　秀行
２ 両下肢のすべての指の機能を全廃したもの

本間　秀行
４ 一下肢の機能の著しい障害
５ 一下肢の股関節又は膝関節の機能を全廃した
もの

本間　秀行
上肢のおや指及びひとさし指の機能を全
廃した
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本間　秀行
機

本間　秀行
害

本間　秀行
じ

本間　秀行
ん

本間　秀行
臓

本間　秀行
能

本間　秀行
障

本間　秀行
じん臓

本間　秀行
五

本間　秀行
級

本間　秀行
六級

本間　秀行
視覚

本間　秀行
障害

本間　秀行
よ

本間　秀行
１ 両眼の視力の和が0.13以上0.2以下のもの
２ 両眼による視野の2分の1以上が欠けている
もの

本間　秀行
一眼の視力が0.02以下、他眼の視力が0.6以下の
もので、両眼の視力の和が0.2を超えるもの

本間　秀行
肢 体 不 自 由

本間　秀行
上肢

本間　秀行
下肢

本間　秀行
体幹

本間　秀行
１

本間　秀行
上肢のおや指の機能の著しい障害
２ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のうち、
いずれか一関節の機能の著しい障害

本間　秀行
４ 一上肢のおや指の機能を全廃したもの
５ 一上肢のおや指及びひとさし指の機能の著
しい障害
６ おや指又はひとさし指を含めて一上肢の三
指の機能の著しい障害

本間　秀行
１ 一上肢のおや

本間　秀行
指の機能の著しい障害

本間　秀行
３ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能を全
廃したもの

本間　秀行
１ 一下肢の股関節又は膝関節の機能の著しい
障害
２ 一下肢の足関節の機能を全廃したもの

本間　秀行
２ 一下肢

本間　秀行
の

本間　秀行
足

本間　秀行
関節の機能の著しい障害

本間　秀行
体幹の機能の著しい障害
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本間　秀行
じん臓
機能障害

本間　秀行
じん臓

本間　秀行
七級

本間　秀行
視覚障害

本間　秀行
上肢

本間　秀行
下肢

本間　秀行
体幹

本間　秀行
肢
体
不
自
由

本間　秀行
１ 一上肢の機能の軽度の障害
２ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の障害
３ 一上肢の手指の機能の軽度の障害
４ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能の著しい障害

本間　秀行
６ 一上肢のなか指、くすり指及び小指の機能を全廃したもの

本間　秀行
１ 両下肢のすべての指の機能の著しい障害
２ 一下肢の機能の軽度の障害
３ 一下肢の股関節、膝関節又は足関節のうち、いずれか一関節の機能の軽度の障害

本間　秀行
５ 一下肢

本間　秀行
のすべての指の機能を全廃したもの




